
   

宇田
う だ

実生子
み お こ

の佐倉市議会通信    
令和 2年 8月１5日発行 ひまわり通信第１４号  

 

 

 

 

 

 

発行：宇田実生子 〒285-086２ 佐倉市新臼井田 21-9 TEL/FAX043-489-2061  MAIL: udamioko@gmail.com 

皆
さ
ま
の
健
康
が
一
番
大
切 

 

宇
田
み
お
こ
は
行
政
に
対
し
、
皆
さ
ま

の
生
活
支
援
の
充
実
に
努
め
る
よ
う
、
皆

さ
ま
の
声
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

医
療
の
最
前
線
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
立
ち
向
か
う
医
療
従
事

者
の
皆
さ
ま
、
感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
中
で

働
く
介
護
従
事
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
内
カ
ラ
オ
ケ
店
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
集
団
発

生
、
佐
倉
老
幼
の
館
ス
タ
ッ
フ
、
佐
倉
市

民
体
育
館
利
用
者
、
小
学
校
教
職
員
、
小

学
校
児
童
の
感
染
者
も
確
認
さ
れ
、
佐
倉

市
内
感
染
者
数
は
急
増
し
て
い
ま
す
。 

感
染
さ
れ
た
方
々
の
早
期
の
回
復
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

残
念
な
こ
と
に
、
感
染
者
の
方
や
そ
の

ご
家
族
、
医
療
関
係
者
の
方
々
に
対
す
る

不
当
な
差
別
や
誹
謗
中
傷
、
心
な
い
書
き

込
み
等
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
誰

も
が
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
差

別
や
偏
見
、
い
じ
め
は
絶
対
に
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
不
確
か
な
情
報
に

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
冷
静

な
対
応
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

不
安
な
日
々
が
続
き
ま
す
。
微
力
な
が

ら
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
こ
の
危
機
を

と
も
に
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
い
う
未
曽
有
の
危
機

に
直
面
し
、
市
の
財
政
状
況
・
市
民
生
活
の
苦
し
い
現
状
に
鑑

み
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
財
源
確
保
の
た
め
「
議
員
報
酬
及
び
市
長

等
特
別
職
（
副
市
長
・
教
育
長
・
上
下
水
道
管
理
者
）
給
与
各

10
％
削
減
に
関
す
る
特
例
を
求
め
る
条
例
案
」
を
提
出
し
た
。 

 

多
く
の
自
治
体
が
経
済
的
損
失
を
受
け
て
い
る
住
民
と
痛
み

を
分
か
ち
合
い
、
現
状
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
思
い
か
ら
市
長

報
酬
、
議
員
報
酬
の
削
減
を
決
定
し
て
い
る
。 

残
念
な
が
ら
我
が
佐
倉
市
議
会
で
は
、
さ
く
ら
会
、
公
明
党
、

自
由
民
主
さ
く
ら
の
反
対
に
よ
り
、
否
決
さ
れ
た
。 

 

      

   

 

 

西
田
市
長
の
「
削
減
」
熟
慮
の
結
果
に
期
待
す
る 

＊
６
月
１
日
付
け
読
売
新
聞
千
葉
版
よ
り 

市
長
給
与
・
手
当
２
４
市
「
削
減
」
八
千
代
長
等
は
削
減
を
決
定
。 

「
削
減
」
を
熟
慮
し
て
い
る
西
田
三
十
五
市
長
。 

「
市
民
と
痛
み
を
分
か
ち
合
う
方
法
の
一
手
段
で
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
が
、
財
源
確
保
必
要
性
な
ど
、
た
だ
ち
に
削
る
と
い

う
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
。 

 

総
務
省
６
月
末
発
表
の
労
働
力
調
査 

完
全
失
業
者
198
万
人
、
前
年
同
月
比
33
万
人
増
、
増
加
幅
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
影
響
以
来
の
大
き
さ
と
報
告
さ
れ
た
。 

  

資料出所 総務省統計局「労働力調査（基本集計）」 

 

政
務
活
動
費
の
一
律
減
額
は
好
ま
し
く
な
い 

令
和
２
年
６
月
１
日
号
で
、
私
は
政
務
活
動
費
を
全
額
返
納

し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
政
務
活
動
費
（
年
額
４
８
万
円
）
は
、
市
議

の
活
動
に
必
要
な
経
費
で
あ
り
、
議
員
一
律
の
減
額
は
市
議
の

活
動
を
狭
め
る
可
能
性
が
あ
る
。 

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
議
員
の
自
由
意
思
で
返

納
が
可
能
で
あ
り
、
佐
倉
市
議
会
議
員
の
政
務
活
動
費
の
一
律

減
額
の
意
図
は
私
に
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。 

市
議
報
酬
及
び
市
長
給
与
の
10
％
削
減
求
め
る
特
例
条
例
案
を
提
出 

さ
く
ら
会
、
公
明
党
、
自
由
民
主
さ
く
ら
の
反
対
に
よ
り
否
決 

 
 

       新型コロナウイルス感染症拡大により 

勤め先や事業の都合による完全失業者数が急増        

 

賛成

10 

反対

17 市
議
報
酬
削
減
案 

議
員
報
酬
は
皆
さ
ま
の
税
金 

削
減
必
須 

 

（会派） 佐倉市民オンブズマンひまわり会 

松
島
、
川
口
、
髙
橋
、
宇
田
、
稲
田
、
玉
城
、 

木
崎
、
五
十
嵐
、
萩
原
、
藤
崎
。 

 

齋
藤
寛
之
、
石
井
、
押
木
、
鍋
田
、
密
本
、
岡
野
、

徳
永
、
山
本
、
斎
藤
明
美
、
敷
根
、
高
木
、
平
野
、

石
渡
、
久
野
、
岡
村
、
櫻
井
、
中
村
。 

議
長
為
田 
＊
敬
称
略 

議
席
番
号
順 

 

 



 

賛
成
理
由 

①
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
伴
い
、
市
民
の
生
活
様
式
・
意
識
の
大

き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
前
の
設
計
施
設
が
、
完
成
時
に

市
民
の
求
め
る
新
佐
倉
図
書
館
に
な
り
え
る
の
か
、
現
時
点
で
は

判
断
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。 

 

②
市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る
。
現
時
点
で
の

市
民
生
活
も
市
内
事
業
者
の
経
営
状
況
も
と
て
も
厳
し
い
。
ま
た

こ
の
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
市
独
自
の
支

援
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
講
ず
る
た
め
の
市
独
自
の
財
源
は
な
い

に
等
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
新
佐
倉
図
書
館
建
設
工
事

の
た
め
に
３
７
億
円
支
出
は
無
謀
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

③
コ
ロ
ナ
対
策
最
優
先
の
予
算
執
行
を
行
う
た
め
、
新
佐
倉
図
書

館
建
設
工
事
の
入
札
を
延
期
し
、
建
設
費
用
を
コ
ロ
ナ
対
策
に
充

て
る
こ
と
を
求
め
た
こ
の
請
願
は
、
多
く
の
市
民
の
気
持
ち
に

沿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
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新
佐
倉
図
書
館
建
設
工
事
費
約
３
７
億
円 

図
書
館
よ
り
コ
ロ
ナ
対
策
が
最
優
先
！ 

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
必
要
性
を
痛
感 

一
般
市
民
の
請
願
者
発
言
（５
分
）が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。 

許
可
す
る
か
否
か
の
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
の
押
し
問
答
に
は

辟
易
し
た
。
許
可
反
対
は
さ
く
ら
会
、
自
由
民
主
さ
く
ら
の
議
員
。 

私
自
身
過
去
に
何
度
も
同
様
の
体
験
を
し
た
。
私
の
場
合
は
、
委

員
長
が
発
言
を
許
可
せ
ず
押
し
問
答
も
な
か
っ
た
。
大
抵
は
、
無
言

→

採
決→

否
決
の
流
れ
で
あ
っ
た
。 

平
成
２７
年
１２
月
議
会
に
委
員
会
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ラ
イ
ブ
中
継
に
関
す
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
必
要
性

を
痛
感
し
た
常
任
委
員
会
傍
聴
だ
っ
た
。 

市
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
市
民
生
活

が
以
前
の
よ
う
に
安
定
し
、
加
え
て
佐
倉
市
に
建
設
の
た
め
の
財

源
の
確
保
が
可
能
な
場
合
に
、
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

 

令和２年６月定例会 議案 賛否一覧  （敬称略） 

    
さくら

会 

公明

党 

自民 

さくら 

市民

ネット 

共産

党 
藤崎 宇田 高橋 稲田 玉城 

請 願  

第６号 

コロナ対策を最優先の予算執行を行うため、新佐倉図書館建設

工事の入札を延期し、建設費用をコロナ対策に充てるよう求め

る請願書 

× × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 

陳 情  

第３号 

別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備と支援を求める陳

情 
〇 〇 〇 × × × × 〇 × 〇 

議　　案　　名 採決結果
さくら

会
公明党

自民

さくら

市民

ネット
共産党 藤崎 宇田 高橋 稲田 玉城

請　願
第６号

コロナ対策を最優先の予算執行を行うため、新佐倉図書館建設工事の入
札を延期し、建設費用をコロナ対策に充てるよう求める請願書

不採択 × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

陳　情
第３号

別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備と支援を求める陳情 採択 〇 〇 〇 × × × × 〇 × 〇

議員
提出議案

別居・離婚後の親子の断絶を防止する法整備と支援を求める意見書 可決 〇 〇 〇 × × × × × × 〇

議員
提出議案

令和２年度における議会の議員報酬及び特別職の給与の特例に関する条
例の制定について

否決 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員
提出議案

感染症の基準病床数の増床を求める意見書 否決 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員
提出議案

消費税率５％への減税を決断するよう求める意見書 否決 × × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

議員
提出議案

コロナ禍による生活困窮者の住宅支援の充実を求める意見書 否決 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

別
居
・
離
婚
に
は
様
々
な
理
由
・
ケ
ー
ス 

別
居
親
の
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
等
を
危
惧 

 
請
願
第
６
号 

 

宇
田
賛
成 

 
 

不
採
択 

 

コ
ロ
ナ
対
策
最
優
先
の
予
算
執
行
を
行
う
た
め
、
新
佐
倉

図
書
館
建
設
工
事
の
入
札
を
延
期
し
、
建
設
費
用
を
コ
ロ
ナ

対
策
に
充
て
る
よ
う
求
め
る
請
願 

 

佐
倉
市
議
会
は
、
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出 

母
と
し
て
到
底
容
認
で
き
な
い
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
佐

倉
市
議
会
と
し
て
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書
が
国
に
提
出
さ
れ
た
。 

 

意
見
書
に
は
、
４ 

養
育
計
画
の
作
成
義
務
化 
共
同
養
育
計
画

の
作
成
を
離
婚
時
の
義
務
と
し
、
離
婚
の
成
立
要
件
と
す
る
こ
と
。

養
育
費
の
取
決
め
と
共
に
、
子
供
と
離
れ
て
暮
ら
す
親
に
年
間
百
日

以
上
の
面
会
・
養
育
を
義
務
化
す
る
こ
と
。
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

配
偶
者
等
か
ら
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
を
受
け
て
い
る
場
合
等
に
お
い
て
、

こ
の
離
婚
の
成
立
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え
に
く

い
。
こ
の
意
見
書
に
賛
成
し
た
議
員
の
見
識
を
問
い
た
い
。 

平和への思いを込めて   去る 8月 6日広島、8月 9日長崎と 75回目の原爆の日を迎えました。 

そして間もなく 75回目の終戦の日を迎えます。8月 15日（土）開催の佐倉市平和式典は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防

止を考慮し、規模を縮小して開催されます。 残念ながら市民の皆様はご参加いただけませんので、ご注意ください。 

戦争や核兵器による惨禍を二度と繰り返さないために、原爆死没者・戦没者のご冥福と世界の恒久平和の実現を祈念しましょう。 

 

陳
情
第
３
号 

 

宇
田
反
対 

 
 

採
択 

 

別
居
・
離
婚
後
の
親
子
の
断
絶
を
防
止
す
る
法
整
備
と
支
援

を
求
め
る
陳
情 

 

反
対
理
由 

①
陳
情
理
由
に
「
別
居
親
も
子
ど
も
の
成
長
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ

と
で
離
婚
後
の
子
ど
も
の
精
神
的
負
担
を
和
ら
げ
、
子
ど
も
の
心
の

支
え
と
な
る
」
と
断
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
別
居
・
離
婚
に
は
様
々

な
理
由
・
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
の
精
神
的
負
担
を
和
ら

げ
る
た
め
に
別
居
・
離
婚
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

別
居
親
が
、
別
居
・
離
婚
後
も
子
ど
も
の
成
長
に
か
か
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
、
子
ど
も
の
心
の
支
え
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
。 

 

②
法
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
配
偶
者
等
か
ら
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
を
受
け
て

い
た
親
子
が
、
配
偶
者
等
と
定
期
的
に
接
触
を
持
つ
こ
と
に
強
制
力

を
持
つ
。「
親
子
の
断
絶
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
整
備
」

が
、
新
た
な
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
の
被
害
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
。 

 

③
「
親
子
の
断
絶
を
防
止
す
る
」
こ
と
は
一
般
的
に
正
し
い
と
捉
え

が
ち
で
あ
る
が
、
子
ど
も
は
親
を
選
べ
ず
、
親
も
子
ど
も
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
な
い
。
極
端
な
例
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
親
子
に
よ
る
殺

害
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
親
子
の
断
絶
を
防
止
す

る
」
こ
と
が
、
一
概
に
正
し
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

      令和２年６月定例会 議案 賛否一覧  （敬称略）        

 


